
平成5年度ホタテガイ貝殻散布による漁場造成試験
(水質底質調査)

永峰 文洋 ･秋山由美子 ･田村 虞通 ･山口 伸治

平成4年度に引き続き､青森県および川内町漁協が実施しているホタテガイ貝殻散布による漁場造成試験の一環と

して実施した調査のうち､当所で担当した水質 ･底質調査の結果を報告する｡

なお､調査は､川内町､川内町漁協､青森県むつ地方水産業改良普及所､青森県漁政課との共同によって行われた

ものである｡

調査の目的

泥の堆積により生産性の低下している地まきホタテガイ漁場において､ホタテ貝殻を散布し､地まき漁場の底質改

善を図ることを目的とした試験事業の一環として､貝殻散布後の水質､底質及びホタテガイの成育状況について調査

する｡

貝殻散布の方法

散布に使用した貝殻は､肉片の取り除かれたもので､加工場において充分な加熱処理を施した後､所定の集積場に

搬入し一年以上自然乾燥されたものであり､油分等は除去された貝殻である｡ 散布時には､この貝殻をホタテ貝殻専

用の粉砕機により､2-4占mの均一な大きさに粉砕したものを､図1に示す平成5年度散布試験区に散布した｡

散布作業は､荒天時および潮流の速い日を避け､潜水夫により均一な散布状況を確認しながら､実施した｡

図1 水質 ･底



水質および底質調査

1.調査年月日

平成5年6月16日

平成5年9月17日

平成5年10月14日 (平成5年度放流区画の事前調査)

(11月中旬､貝殻散布｡11月30日椎貝放流｡)

平成5年12月8日

.平成6年4月6日 (平成6年3月予定分､時化のため

4月まで延期)

2.調査地点

調査地点を図1に示した.なお､貝殻散布区について

は区域内のほぼ中央部2地点を､対照区については散布

区域の陸側と沖側を､それぞれ調査した｡

3.採水および採泥方法

採水は､大谷式極底層採水器により､海底上0.0m､

0.1m､0.3m､0.5mの4層を採水し､別にナソゼソ採

水器により海底上1m層を採水した｡

採泥にはスミス･マッキンタイヤ-採泥器 (採泥面積

0･1m2)を使用した｡ なお､底質状況等によって試料が

採取できなかった場合は､可能な限りその付近で採取す

るようにした｡

調査船は､水産増殖センター試験船 ｢なっどまり｣を

使用した｡
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図3 塩分調査結果4.調査項目および分析方法(

水 質)水 温 :転倒防圧温度計を使用

(海底上1m層のみ)｡ '0塩 分 :オー トラブ

サリノメータ (MODEL601MXIII)を使用し､実用塩分により

表示｡溶存酸素量 :ウイソクラー法によった｡(底 質)全硫化物 :検知管法 (｢新編水質汚

濁調査指針｣)によった｡強熱減量 :650℃､2時間強熱後の減重量を試料乾燥重量

に対する比率で表示
｡
COD :アルカリ性過マンガン酸カリウムーヨウ素滴定

法 (｢新編水質汚濁調査指針｣)によった｡ 987(IJ6∈)T搬澄壮常 0巨
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年 月 日図4 溶存酸素量調査結果5.調査結果および考察水質および底質調査結果を表1



平均値)とほぼ同じ水温となっており､貝殻散布区域に特異的な水温変動は見られなかった｡塩分についても､図3

に示したように､通常の塩分変動の範囲内の値であった｡溶存酸素量は､図4に示したように､9月に最も低下する

という陸奥湾で通常見られる季節変動パターンが観測されたが､最低値は6.long/Eで溶存酸素量としては問題とな

るような値ではなかった｡ 海底上1m層での溶存酸素飽和度も､調査期間を通じて90%以上となっていた.

以上の結果から､調査水域の水質は､環境面からは特に

問題のない通常の季節変動の範囲内で推移していたものと

考えられた｡

(底 質)

図5に各項目間の相関関係を散布図として示した｡これ

らの図から､各項目間の関係は比較的安定しており､底質

条件は相互にバラソスのとれた状態を保っているものと思

われた｡また､それぞれの値はいずれの項目についても増

養殖漁場として問題のない範囲であった｡

なお､詳細に見れば､93年12月の平成4年度散布区の1

試料の全硫化物､94年4月の平成5年度散布区の対照区の

1試料の強熱減量と全硫化物で､全体の分布傾向からやや

離れた値となっていることが認められた｡これらの結果は､

季節変動の他に底質採取時の微少な貝殻粉末の混入等の影

響による分析上の誤差等の影響と考えられた｡

図6と図7には平成4年度と平成5年の度散布区につい

て､それぞれ対照区と比較して経時変化を示した｡

平成4年度散布区については､項目により若干の時期的

なずれがあるが､冬季間から春にかけて高い値となる傾向

が認められた｡

平成5年度散布区については､調査期間が短いため今後

さらに調査が必要であるが､調査時までのところでは散布

前後で大きな変化は見られない｡
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表1 平成5年度水質調査結果

{董年月日 h董† JE上畿儀(∩) *濃く℃) 壇 分 二一;i.義 ■ 雷(rrIq

/日 (一i)93/08/16 I 1.00.50.30.10.0 1一.71 32.92832.82332.72432.83832.782 8.238.388.39a.078

.10 8鴫.8H4触市区2 1.00.50.30.10.0 12.94 33.17232.79032.72132.89432.801 8.728.388.19

8.318_23 99.5H4触布区3. I.00.50.30.10.0 13.19 33.17832.87832.65532.723 8.758.3

08_318.308.24 100.3H4対照区一 1.00.50.90.I0.0 19.80 33.12732.83332.75932.74332.765

8.398.338.208.488.25 96.9H4刈楓区93/09日7 ー 1.00.50.30.10.0 33.22433.85932.75732.

77732.864 7.317.477.397.737.52 H4散布区2 1.00.50.30.10.0 32.88832.90732.

85232.88733.189 7.227.387.887.247.56 H4散布区3 1.00.50.90.10.0 33.19333.

02732.96233.06333.053 7.447.217.388.188.10 H4対照区4 1.00.50.30.10.0 33.02333.02332.94932.98133.199 7.607.73

7.717.687.38 H4対暢区93日0/14 1 1.0 17.8 33.321 8.08 100.6H5予

定区2 √1.0 17.8 33.326 8.04 100.1HS散布区3 1.0 17.0 33.308 7.55 93.7HS予を区93/12/08

I 1.00.50.30.10.0 33.37433.3一333.34833.34833.343 8.838.718.598.65a.55 H一触布区

2 1.00.5･0.30.10.0 9.96 33.

38233.29833.289

33.30433.309 8.4○8.588.648,678.60 91.2H4触市区 {董年月日 {董貞 JEM(∩) ホ濃く℃) 慎 分 義 ■ 雷OTtd/L)(～

)93/12/08 3 1.00.50.30.10.0 9.97 33.36733.19433.38233.34339.37S 8.58○.738.518.518.47

○2.3H4対Jtgく沖鱒)4 1.00.50.30.10.0 9.88 33.35933.98333.33433.31533.319 8.548.8

88.708.808.60 91.9H4鱒鼻区(JL+)5 1.00.50.30.10.0 10.00 33.37933.3723_3.37833.378 8

.●○○.828.778.508.○7 81.3HS触布区8 1.00.50.30.10.0 10.02 39.98833.37133.37933.37933.379 a

.528.528.888.838.60 ○2.0HS触布区94/04/06 I 1.00.50.30.10.0 5.35 39.14732.97532.847

32.71132.850 9.798.879.599.559_68 95.5H一触布区2 1.00.50.30.10.0 i.38 33.39233.08893

.02933.11933.029 9.519.548.58令.739.67 93.0H4徽布区3 1.00.50.30.10.0 5.33 33.404

33.83133.22B33.25833.328 9.529.659.80令.709.71 ○3.0 HS刈Jt区4 1.00.50.30.10.0

5.40 33.38233.31733.34133.341 9.518.528.589.50令.42 83.0HS対鴨区(k*)5 1.00.50.30
.10.



表2 平成5年度底質分析結果

傭 一考

~ 二二

H4散布区

H4散布区

対照区

対喝医

H4散布区

H4散布区

対照区

対租区

H5散布(2)予定区

H5散布区中央(1)

沖端 (H5散布(2)予定

日4散布区

H4散布区

H4対照区 (沖側)

H4対照区 (陸側)

H5散布区

H5散右区

H4散布区

H4散布区 (2回)

H5対照区

H5対照区 (3の陸)

H5散布区 (1回目).
H5執務l宍 (21司日1

鞠査年月日 職重点番号 水 深 強熱減量 全硫化物 COD

mqH2S/q ∩
4.00 0.18

3.01 0.15

2.84 0.051

3.22 0.18~二 二二二二二二二二二二二二二二二二二二:======:====================
3.39 0.19

3.60 0.20

3.24 0.ll

1.97 0.042

3.09 0.059

2.30 0.008

2.22 0.022~ 丁二二
3.55 0.20

10.7

4.8

6.6

9.0---

14.7

9.6

ll.1

8.0二二二二二二二
8.3

4.6

9.5=二二
9.9

ll.8

5.2

9.5

ll.0

5.9-

17.0

19.0

8.2

8.1

6.5

6.6

1

2

3

4

l

1
2

3

4

1

1
2

3

l

1
2

3

4

5

6

l

1
2

3

4

5

6

93/06/16 18.0

93/09/17 18.0

93/10/14

93/12/08

15～16 4.41 0.33

1.91 0.021

3.94 0.15

2.79 0.073

2.43 0.10~~一二 二二二==二二====
4.36 0.15

4.60 0.20

3.47 0.21

5.55 0.54

2.39 0.084

2.55 0.048

17.0

15.0

15.0二二
16.5

17.0

16.0

15.0

94/04/06
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